
第２４６６回例会報告議事録
日時　２９年２月２８日（火曜日）
場所　川村学園女子大学 我孫子キャンパス内 会議室
時間　１２：１５点鐘

ロータリーソング「手に手つないで」
ビジター  :  なし
ゲ ス ト  :  なし
S.A.A. :  高島会員

　先週の火曜日にファイヤーサイドミーティング、炉端会議なるものをやりました。瀧日研修
リーダー、松本研修副リーダーには資料を本当にしっかりと用意していただきました。
　ロータリークラブ創立前後の時代背景から始まり、ロータリーがどう歩んで来たか、アメ
リカが大勢の移民から成り立っている国であること等、いろいろなことを研修リーダーがお
話ししてくださいました。
　私の心に響いたのは、ポール・ハリスから孤独感からロータリーを作ったという話です。

人は孤独な時に何を感じ、どこに向かおうとするのか。私自身も経験がいろいろあります。ひとりぼっちだった
り、一週間くらい人と話をしない時期があったり、そういう世界から私は今、幼児教育の世界にいます。毎年
５００人くらいの方 と々出会います。人は人と共にあることで何かをできるという感覚があります。子どもも大人
も一緒です。
　松本研修副リーダーには「ロータリーのいろは」をポイントを押さえながらお話ししていただきました。お二
人とも、相当準備をしてくださいました。ありがとうございました。
　学んだ方々が故あって学ぶことが出来なかった方々に伝え、教えていくこともロータリークラブの愛情だと
思います。何かの折りに新人さん達、先輩達と交わし合って、よきロータリークラブになれたらいいのかなと思
っています。
　木曜日はＩＭがありまして、中村パストガバナーのお話しを聞き、いろいろ学んで来ました。
　最後に、さかなクンの話をしたいと思います。彼は小学校で授業中に魚の絵ばかり書いていて成績も悪く、
困った先生がお母さんに注意を促したそうです。お母さんは、魚が好きで絵が得意なので、そのまま続けさせ
てほしいと話したそうです。それが後日、さかなクンの才能を開花させました。
　幸福学という学問が今あるそうです。慶應の前野先生という方が幸福の四つの因子というものを明らか
にしています。「やってみよう」因子、「ありがとう」因子、「なんとかなる」因子、「あなたらしく」因子の四つで
す。子どもも大人もだと思います。自分のやりたいことができること、愛されること、他人と比較されないこと、
自分のペースが保証されること、その人らしさが大事にされること、そういうことが現在と未来の大きな幸福
をもたらすのではないか、というお話しです。
　ポール・ハリスがロータリーを創立して、幸福になる因子というものが共感されて今、世界中に１２０万程の
ロータリアンが生まれたのだろうと思います。
　我孫子ロータリーがお互いにお互いらしく、あの人はあんな素敵な所があるななんて思いを持ちながら手を
取り合ってやっていけるロータリーライフが過ごせたらと思っています。　ありがとうございました。

鈴木会長会長挨拶

　３月２２日（水）の東京湾ディナークルーズには現在ご家族を含めて１６名の参加予定で
す。我孫子市内からバスで送迎いたします。ピックアップの場所時間等は後日直接ご連絡
させていただきます。

村越委員長親睦委員会報告

　しだれ桜の記念樹の植樹式を３月３０日（木）の午前１０時から行います。
　船取線の手賀沼を渡ってくると右側、ココスの反対側です。小雨決行で、荒天でなけれ
ばそこで桜を植える予定です。記念撮影もしたいと思っています。全員出席で、可能な方は
ご夫人も同伴で、できるだけ多くのご参加をお願い致します。　ステンレスのプレートも作
る予定です。
　ちょっと予算よりオーバーしていますが、市長さんも期待していらっしゃいますし、絶対に

枯らしてはならないし、見た目も立派にしなければと使命を感じております。
　我孫子ロータリークラブのジャンパーでご参加お願い致します。

上村委員長我孫子ＲＣ５０周年記念事業実行委員会報告



１９名出席（全員で２７名）　出席率７０.３７％
欠席者が８名。
業務の為：荒井会員、服部会員、福武会員
病気療養のため：木村会員

鎌田委員長出席報告

　東日本大震災からもう６年になろうとしています。
　知り合いの、３月のひまわりという一般社団法人の団体が３月１１日（土）に柏の葉にある
さわやかちば県民プラザのホールで「いのちの絵本」の朗読会を開催します。東日本大
震災で犠牲になった方々の思いをしっかりと伝えて行こうということで活動している団体で
す。
　千葉県教育委員会が共催で、柏市と柏市教育委員会、柏商工会、柏市立幼稚園教会

等々の後援をいただいています。１２時半開場、１時開演です。参加費は無料です。
　我孫子でも東日本大震災で液状化等の大きな被害がありましたが、幸い人命の被害はありませんでした。
千葉県の旭市では十数名が津波で亡くなりました。
　お時間ありましたら、ぜひご友人、ご家族をお誘いの上、参加していただければと思います。

今井会員「いのちの絵本」朗読会について

・伊東会員のお父様がお亡くなりになりました。ご葬儀がクリスタ千葉にて３月２日（木）１８
時よりお通夜、３日（金）１０時半より告別式になります。本会を代表して鈴木会長が参列
されます。

・来年度の地区研修・協議会が４月２２日（土）にアパホテル＆リゾート東京ベイ幕張で開
催されます。服部会長エレクトより来年度の委員会構成が発表され次第、委員長の方は
ご指名があると思いますので、日程を手帳の方にご記入ください。

・印西ＲＣ創立５０周年記念式典の案内受理。４月１６日（日）成田ビューホテルにて。

村越会員（代理）幹事報告

　先週の市長の卓話の中で人口問題が出ていましたが、サラリーマン時代にフランス語
圏を担当していましたので、フランスの人口問題の施策についてお話ししようと思いま
す。
　フランスの国土は日本の１.４５倍くらいの広さで、人口は日本の半分くらいです。フラン
スも人口減少に悩んでいて、７、８年前から次のような施策を実施しています。

１. 出産費用は全額無料。
２. 高等学校までの子どもの学費は無料。
３. ２人以上の子どもを養育する家庭には家族手当を子どもが２０才になるまで支給。
４. ３人以上の子どもを育てると所得税が大幅に減税。
５. 家族補足手当が第３子から支給。
６. ３人養育すると年金が１０％加算。
７. 子育て中は勤労時間を選べる。
　この７つを実施した結果、出生率が増えました。問題は財源ですが、日本でも何らかの形で政府が抜本
的な施策を実施しないといけないのかなと思います。
　我が国の自殺者は昨年度２３,９７１人でした。一昨年の交通死亡者は４,１１３人でした。世をはかなんで
亡くなっている方が大多数だということらしいです。こういう面でのケアも人口減少を引き止めるために必
要なんじゃないかと思うわけです。当社にも一人、うつになりまして１年半近く休んでいて最近出て来るよう
になったのですが休みがちな若者がいます。なるべく優しくして、戦力になるようになってほしいと思ってい
ます。
　昔の子どもというのは、産んで、飯食って、学校さえ行かせれば自分たちで飛び出して行ったように思い
ます。最近の子どもは自分から社会に飛び出していく確率が少なくなっているような気がします。大人が見
守りながら、日本の人口減少を食い止めるような活動をしないといけないんじゃないかなと痛感しました。

高島会員卓話



ロータリーの友事務局　ホームページ www.rotary-no-tomo.jp　メールは web @rotary-no-tomo.jp

我孫子ロータリークラブは、
環境貢献として、「森の町内会」を応援します。

この印刷物に使用している用紙は、
森を元気にするための間伐と
間伐材の有効活用に役立ちます。

環境ＮＰＯオフィス町内会が中心となって2００5年に立ち上
げた新たな間伐促進活動が「森の町内会」です。この活動に
賛同して「印刷用紙」や「コピー用紙」を使用する企業は
2００９年９月現在、９2社にのぼり、その環境貢献として促進さ
れる岩手県岩泉町・葛巻町・青森県三沢市での間伐は、年
間３０haの規模になっています。グリーン購入大賞で大賞
を、山村力コンクールで林野庁長官賞を受賞しています。

延命寺の前の356号を渡って、正面の道に入り、道なりに進むと勝蔵院があります。文禄元年（1592年）創
建の天台宗のお寺です。本尊は阿弥陀三尊で、新四国相馬霊場の21番と37番の札所があります。
明治41年に柳田國男の兄である松岡鼎が提唱し、勝蔵院に布佐文庫を開設しました。蔵書は現在、布佐図
書館にあります。

今週の表紙「勝蔵院」我孫子市布佐2285番地

お名前 メッセージ 金　額
鈴木会長 ファイヤーサイド、ＩＭ終了し、感謝です。 １,０００円　

今井会員 「いのちの絵本」朗読会の開催報告及び参加のお願いをさ
せていただきました。 １,０００円　

佐藤会員 もうすぐ春ですね。 １,０００円　
高島会員 卓話をさせていただきました。 １,０００円　

藤本会員 ファイヤーサイドミーティングと合同例会に参加させて
頂きました。 １,０００円　

村越会員 高島会員 卓話ありがとうございました。 １,０００円　
当 日 計 ６,０００円　
今期累計 ２６５,０００円　

ニコニコＢＯＸ

　１９０５年にアメリカのシカゴでポール・ハリスがロータリークラブを作ったわけですが、そ
の頃のアメリカの社会情勢、経済的背景は荒れた状態でした。そのたった１０年位前には
まだ西部劇の時代で、インディアンのスー族が２００人虐殺されたなんていう話があったよ
うな時代でした。カーネギー等は今では偉人ですが、当時は泥棒男爵なんて呼ばれていま
した。アメリカは南北戦争が終ってから工業化時代が始まり、経済的には発展しましたが、
１９３０年には大恐慌、ブラックフライデーというのがありました。人心はかなり荒廃していま

した。商業道徳も非常に低下しているし、ちゃんとした友人もなく、ポール・ハリスは孤独を感じており、異業種
の人と一緒にいた時に話しをしていたら、異業種であるが故に屈託なく話ができ、それをベースにしてロータ
リークラブを発足しました。
　１９０５年からちょっと後は、日本では日露戦争です。日本は軍備をまかなえなくて、世界各国に行ってお金を
借りまくっていた時代です。そういう話をしました。
　松本研修副リーダーからは、ＲＩが発行している「ロータリーのいろは」からの抜粋をお話ししました。インタ
ーネットで検索すると出ていて、購入できます。　事務局からも購入できかもしれません。

瀧日研修リーダーファイヤーサイドミーティングについて

　意味のある例会ができたと思います。
　遅くなりましたが、鎌田会員のお兄様も３週間くらい前にご病気で６０才でお亡くなりになりました。慎んでお
悔やみ申し上げます。
　また次回の例会を楽しみにしながら、また多くの仲間と会えてよかったねという日にしたいと思います。

鈴木会長閉会の言葉




